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Book1 

くすりの地図帳 
監修：伊賀立二ほか 出版社：講談社 
コメント：本書は、病気の症状や病態にあわせて、 
薬の効くメカニズム、作用副作用を図を用いて解説 
している。薬理作用や薬物動態学の視点からの説明 
に加え解剖学的視点からの解説もあるため、 
薬の作用メカニズムを実感を持って深く理解できる 
構成になっている。 
薬を学ぶ初期の学生には、適した一冊である。 
 
 
Book2 

コレステロール治療の常識と非常識  
著者：桑島 巌 横手 幸太郎 出版社：角川マガジンズ 
コメント：コレステロール治療の専門医がまとめた現在の 
コレステロール治療の解説書である。 
コレステロールが引き起こす様々な病気について解説し、 
更にはその治療法も詳しく述べている。 
尚、横手 幸太郎先生は千葉大学医学部教授であり、 
日々コレステロール治療に携わっている。 
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